
花-TSUNAGIクラブ　『2022年10月31日ハロウィンアレンジ 花育活動』
（※昨年度に続き２回目の開催）

◎実施施設 ：社会福祉法人共栄福祉会 福祉型障がい児入所施設 若久緑園 

◎日時 １０月３１日　(月)　 ①１５：３０～　②１６：３０ （各回10名）

◎参加児童 ：・①　10名　・②　9名　　※各回定員10名　事前予約

（※参加は男子児童が多く、昨年に続き2回目の参加児童は半数以上）

◎場所 園内体育館 

◎主催 花-TSUNAGI実行委員会 

◎協力 福岡県農林水産部園芸振興課、NPO法人次世代のチカラFUKUOKA、福岡リバ

ティLC 、花の力をプロデュース　オフィスメントアー

◎花卉提供： JA全農ふくれん、JAふくおか八女、JAたがわ、JAふくおか嘉穂、

　　　　　　他、個人生産者　

◎実施内容 ：～福岡県産の花をつかって～

ハロウィンアレンジメント作成ワークショップ

◎花材：アスター（JAたがわ）　ガーベラ（ふくおか八女）　千日紅（ふくおか八

女）

　　　　スプレーカーネーション（JAにじ）スカビオサ（JAふくおか八女・ふくおか

嘉穂）　ケイトウ/田川　フウセントウワタ/福岡市　スプレーマム/田川

　　　　（ユーカリグーニー・他/持ち込み）

◎配布物提供：花あふれる福岡推進協議会

◎花リスト制作：株式会社シップス　（花-TSUNAGI実行委員会）

【当日スケジュール】



　・9時30分～　福岡花市場にて花の水揚げ・花材の種分け

スタッフ：JA全農ふくれん伊藤彰宏氏　

花-TSUNAGI実行委員会：北村義弘　山口みどり

　

◎花材：アスター　（JAたがわ）　ガーベラ（ふくおか八女）　千日紅（ふくおか八女）

　　　　スプレーカーネーション（JAにじ）スカビオサ（JAふくおか八女・ふくおか嘉穂）　

ケイトウ/田川　フウセントウワタ/福岡市　スプレーマム/田川

　　　　（ユーカリグーニー・他/持ち込み）

・14時30分～　若久緑園入室　準備開始



ワークショップスタッフ：若久緑園職員（参加児童によっては補助あり）

JA全農ふくれん　伊藤彰宏氏　

福岡市議会議員　新村勝氏

花-TSUNAGI実行委員会：北村義弘　山口みどり　

オフィス　メントアーインストラクター　田中利栄

　　　　　　

　　　　

　

（写真）作品サンプル　

　　　

　ハロウィンをイメージして、カラフルにまたユニークな花材や、ピックを取り入れ

ました。



【ワークショップ】

・15時30分～　第１回目開始　参加児童9名

・16時30分～　第２回目開始　参加児童10名

　（昨年に続き2回目の児童が半数以上参加）

今回もJA全農ふくれん　伊藤氏より福岡県の花の説明からスタート

花の種類や名前、花のカットの仕方　挿し方等　花-TSUNAG実行委員会山口みどり

からレクチャー！

参加スタッフが先生になりレクチャーしたり、補助に入りました



※フラワーベースは2色準備。好きな色を選んでもらい、使いたいガーベラ3～4本

（数種数色）も各自に選んでもらいました。

スタッフとの会話もはずみ、自分で選んでアレンジする楽しみも感じられました。



集合写真可能な児童と記念写真

【感想】



　若久緑園では、昨年の10月に続き2度目のハロウィンアレンジメントの開催となりま

した。男子児童の参加が多く、また2回目参加は半数以上いた。

児童との会話で嬉しかったのは、

「楽しみにしていました！」「今回は前よりもすごい作品を作ります！」「僕はピン

クの花が好きなんです」「花ってイイですね！」などの声をもらい、男性スタッフに

駆け寄り「ありがとう！」と抱きつき喜んだ男子児童もいた。

花の調達に興味を持った男子児童が、JA全農ふくれん伊藤氏に質問攻めにし、思いも

よらず出来事に微笑ましく思いました。

撤収時に、「お手伝いします！」と駆け寄ってきた3名の男子児童。

荷物を一緒に運んでくれ、最後には「またお願いします」と大きな声で見送られた。

2回目という事もあり、昨年からの子どもたちの成長も垣間見ることが出来、また、楽

しみにしていてくれたという事を聴き、うれしく充実したワークショップとなりまし

た。

続けることの大切さも感じ、子どもたちとのふれあいを深めていけたらと思います。

　　　　　　　　　　　　　　花-TSUNAGI実行委員会プロデューサー

　　　　　　　　　　　　　　オフィス　メントアー　代表

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山口みどり


